
◎
農
林
課

　
　
【
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業
】
道
の
駅

拡
張
に
よ
り
物
販
30
㌫
増
を
目
指
す
と

あ
る
が
そ
の
内
容
は
。

　
　
現
在
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
お
土

産
等
の
販
売
４
億
円
を
35
㌫
増
や
し
て

５
億
４
千
万
円
、
そ
の
う
ち
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
売
り
上
げ
を
８
千
万
円

見
込
ん
で
い
る
。

　
　
【
農
業
振
興
対
策
事
業
】
新
設
す
る

バ
イ
オ
マ
ル
チ
補
助
は
環
境
面
に
お
い

て
も
効
果
の
あ
る
事
業
。
し
っ
か
り
Ｐ

Ｒ
し
て
、
補
正
が
必
要
と
な
る
く
ら
い

な
意
気
込
み
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
。

　
　
４
月
の
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
農

業
関
係
団
体
を
通
じ
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

◎
雇
用
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
課

　
　
【
伝
統
産
業
振
興
事
業
】
小
沼
ほ
う

き
振
興
に
つ
い
て
、
販
路
を
考
え
て
生

計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
産
業
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。
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 ◆　令和３年３月定例会で審議された議案等　◆

【予算案12件】
○令和３年度飯山市一般会計・各特別会計
　予算 10件・水道事業会計予算

【補正予算案10件】
○令和２年度飯山市一般会計 2件・各特別
　会計７件・水道事業会計補正予算

【条例案８件】
○飯山市税条例の一部を改正する条例
○飯山市保育所設置条例の一部を改正する条例
○飯山市国民健康保険条例の一部を改正する条例
○飯山市介護保険条例の一部を改正する条例
○飯山市指定地域密着型サービスの事業の人員、
　設備及び運営に関する基準を定める条例等の
　一部を改正する条例
○飯山市企業立地振興条例の一部を改正する条例
○飯山市北陸新幹線飯山駅周辺地区における商
　業施設等の立地の促進に関する条例の一部を
　改正する条例
○飯山市湯滝温泉条例の一部を改正する条例

【事件案14件】
○辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策
　定について
○指定管理者の指定について 12件
○専決処分事項の承認を求めることについて

【人事案３件】
○教育長の任命に関する同意を求めることに
　ついて
○教育委員会委員の任命に関する同意を求め
　ることについて
○固定資産評価審査委員会委員の選任に関す
　る同意を求めることについて

【諮問１件】
○人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
　とについて

【請願１件】
○「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
　求める意見書」の採択を求める請願

３
月
定
例
会
概
要

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。賛否が分かれた議案等の表決結果

○＝賛成　　●＝反対

議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
予
算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び

意
見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い

て
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

（
産
業
民
生
分
科
会
審
査
）

　
　
県
の
伝
統
産
業
振
興
会
に
加
入
し

て
い
る
。
そ
こ
を
足
掛
か
り
に
販
路
を
確

保
し
て
い
き
た
い
。
市
と
し
て
も
販
路
の

確
保
に
取
り
組
み
、支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

４
月
か
ら
雇
用
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
課

が
廃
止
に
な
る
が
、
今
後
に
つ
い
て
。

　
　
県
立
大
学
や
農
林
高
校
と
の
連
携

は
公
民
連
携
推
進
室
。
伝
統
産
業
振
興

事
業
は
商
工
観
光
課
で
行
っ
て
い
く
。
発

展
的
な
機
構
改
革
で
あ
る
。

◎
広
域
観
光
推
進
室

　
　
【
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
事

業
】
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
負
担
金

５
４
０
万
円
の
内
容
は
。

　
　

地
域
お
こ
し
企
業
人
に
つ
い
て
は
首

都
圏
の
民
間
事
業
体
と
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
今
回
は
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
首

都
圏
か
ら
１
名
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
会
社

の
社
員
の
資
格
は
維
持
し
つ
つ
出
向
す
る

形
で
あ
り
、
月
45
万
円
の
12
ヶ
月
分
が

協
定
の
負
担
金
と
な
っ
て
い
る
。

◎
市
民
環
境
課

　
　
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
業
】

現
在
の
発
行
枚
数
が
３
４
６
１
枚
と
の

こ
と
だ
が
目
標
は
あ
る
の
か
。

　
　
２
月
末
で
３
６
８
４
枚
、
交
付
率

17
・
８
㌫
。
国
で
は
令
和
４
年
度
末
に

全
国
民
に
交
付
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
向
け
て
市
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

◎
保
健
福
祉
課

　
　
【
民
生
児
童
委
員
活
動
事
業
】
民
生

児
童
委
員
の
各
地
区
の
基
準
に
つ
い
て
。

　
　
人
口
や
地
域
を
総
合
的
に
勘
案
し

国
か
ら
の
定
数
に
基
づ
き
担
当
地
区
を
決

問 問

問

問

問 問 問

　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆 緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

石
田
克
男

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

会派名
・
議員名

議 案 等 名

1 令和３年度飯山市一般会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 長 ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

25 飯山市介護保険条例の一部を改正する条例
委員会 ― ― 長 ○ ○ ○ ― ● ― ― ― ○ ― ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

29 飯山市湯滝温泉条例の一部を改正する条例
委員会 ― ― 長 ○ ○ ○ ― ● ― ― ― ○ ― ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請願
1
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求め
る意見書」の採択を求める請願

委員会 ― ― 長 ● ● ● ― ○ ― ― ― ● ― ● 不採択

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 不採択
※本会議の委員長報告についての賛成・反対です

令和
２年
請願
7

へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率
を近隣県並みの水準に戻すことを長野県知事に
求める請願

委員会 長 ● ― ― ― ― ○ ― ○ ● ● ― ● ― 不採択

本会議
○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

不採択
※本会議の委員長報告についての賛成・反対です

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
24
日
か
ら

３
月
19
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で

開
会
し
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算

案
お
よ
び
令
和
２
年
度
補
正
予
算
案

や
条
例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
な
ど
あ

わ
せ
て
48
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
人
事
案
に
つ
い
て

の
同
意
と
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て

の
審
査
結
果
報
告
を
受
け
、
採
決
の

結
果
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、
請
願
第
１
号

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択
を
求
め
る
請
願
と
、
令
和
２
年

12
月
定
例
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
へ
き
地
教
育
振
興
法
に

鑑
み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近

隣
県
並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
を
長

野
県
知
事
に
求
め
る
請
願
は
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
13
名
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
に

つ
き
ま
し
て
は
５
月
号
に
て
掲
載
し
ま
す
。

3232

０
２
６
９-

６
７-

０
７
４
８
（
直
通
）

０
２
６
９-

６
２-

０
０
０
５
（
代
表
）

☎

市

議

会

だ

よ

り
No.92

FAX
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め
て
い
る
が
、
現
状
は
毎
改
選
時
に
定

数
が
２
名
程
度
ず
つ
減
っ
て
お
り
状
況

を
見
て
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
会
議

の
際
に
相
談
を
し
な
が
ら
決
め
て
い
る
。

◎
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
【
景
観
形
成
推
進
事
業
】
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
は
大
変
い
い
事
業
だ
が
、
参
加

さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

参
加
者
の
募
集
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。

　
　
飯
山
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続

き
お
願
い
を
し
て
い
く
。
今
ま
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
企
業
の
皆
さ
ま
や
他
の

企
業
の
皆
さ
ま
に
も
参
加
依
頼
の
通
知

を
出
し
て
い
る
。

◎
移
住
定
住
推
進
課

　
　
【
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
】
対
象

世
帯
の
年
齢
条
件
が
39
歳
以
下
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

　
　
国
の
補
助
要
件
に
準
じ
、
経
済
的

支
援
の
た
め
比
較
的
所
得
が
少
な
い
若

者
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
き
た

い
こ
と
か
ら
39
歳
以
下
と
し
た
。

◎
上
下
水
道
課

　
　
【
水
道
事
業
会
計
】
漏
水
対
策
は

重
要
。
予
算
を
か
け
て
も
し
っ
か
り
実

施
い
た
だ
き
、
管
の
布
設
替
え
も
重
点

的
に
実
施
を
。

　
　
漏
水
調
査
も
継
続
的
に
実
施
し
併

せ
て
老
朽
管
路
の
更
新
も
実
施
し
て
い

く
。
漏
水
の
多
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
台

帳
上
に
落
と
し
込
ん
で
き
て
お
り
、
重
点

的
に
早
期
に
布
設
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。２月17日、令和元年台風第19号災害時に
市街地に浸水被害をもたらした皿川の改修
計画について、北信建設事務所による議会
への説明会を企画し開催した。

皿川の河川改修説明会

飯山市議会本会議の動画配信を始めました
令和３年３月定例会よりYouTubeにて動画配信を行っています。

チャンネル登
録

    お願いし
ます!

☆受信方法

　〇飯山市議会ホームページ本会議動画配信ページ

　〇YouTube「飯山市議会」チャンネル
↑ 上記QRコードから

①　皿川の堤防高を千曲川の本堤並みに改修し、皿川樋
　　門を撤去。国道１１７号橋や有尾橋も改修する。
②　ＪＲ橋は北飯山駅から近いため線路を高くできない
　　ので、構造的には替佐駅近くの斑尾川と同じ、ボッ
　　クスカルバート方式となる。
③　皿川堤防の天端幅を3㍍から6㍍にし、現在より約
　　90㌢の盛土をして舗装も計画に入れて強化する。
④　事業区間は、千曲川本堤から英岩寺までの約600㍍。
　　５年間を目安に堤防整備や市道橋、ＪＲ橋の改修を
　　行う。

【主な改修内容】

【主な質疑内容】 　　　事業年度が５年となっているが、１年で
も早くというのが地元の気持ちだ。どんな協力
が必要か。
　　　現在設計を検討中で、計画ができた段
階で地元に協力をお願いする。
　　　予算が付けば工事が進むと思われるが、
それに向けた地元のバックアップの必要性は。
　　　地元の要望は重要であり、是非バック
アップをお願いしたい。大きな災害であったの
でしっかり予算付けを行っている。

質問

質問

説明

説明

　　　ＪＲ橋について高さを変えずに、幅を広
く改修できるのか。
　　　ボックスカルバートの断面をシミュレー
ションし検討するが、千曲川からの内水につい
ては、バックウォーターが引く時に引けば良い
と考えている。
　　　上流からの水があふれないのか心配だ。
　　　千曲川の堤防と同じ高さなので、基本
的には溢れる心配はない。
　　　飯笠山神社側の道路や用水はどのよう
になるのか。
　　　道路や用水の機能は確保していくが、
踏切の高さが変わらないので、それに対して道
路をどのようにするか検討が必要。
　　　有尾橋から上流が狭くなっているのでこ
の部分であふれないか心配になるが。
　　　指摘の部分は、せき上げ現象などの影
響も踏まえ検討し、堤防を整備していく。

質問

説明

質問

質問

質問

説明

説明

説明

皿川橋から上流

■皿川堤防断面図

千曲川堤防と同じ高さに嵩上げ

改修計画堤防（堤防幅６ｍ）

←市街地方面

千曲川高水位

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
【
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事

業
】
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
に
つ
い

てW
indow

s

で
は
な
い
も
の
に
更
新

す
る
事
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
理
由
の
一つ
と
し
て
社
会
人
に
な
っ

て
も
使
え
る
こ
と
か
ら W

indow
s 

に

慣
れ
る
事
が
大
事
で
あ
り
、
基
本
的
に

はW
indow

s 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
・
人
権
政
策
課

　
　
【
体
育
施
設
管
理
事
業
】
屋
内
運

動
場
の
芝
生
化
で
利
用
者
が
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

　
　
屋
内
運
動
場
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

に
対
応
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
、

多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
。
夜
間
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
ほ
ぼ

毎
日
使
用
し
て
い
る
状
況
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業
】
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
の
更
新
は
そ
れ
ぞ

れ
ど
こ
に
配
備
さ
れ
る
の
か
。

　
　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
１
台
で
瑞

穂
を
予
定
。
軽
積
載
は
西
大
滝
と
其
綿

を
予
定
。
小
型
消
防
ポ
ン
プ
３
台
は
小

境
、
西
大
滝
、
法
寺
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
【
防
災
・
減
災
対
策
事
業
】
備
蓄

物
資
の
中
に
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
し
て
い

る
と
思
う
が
、
何
年
と
い
う
の
は
あ
る

の
か
。

　
　
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
は
２
年
に
一
度
更

新
し
て
お
り
、
新
年
度
は
ヨ
ウ
素
剤
の

購
入
の
年
に
な
る
。

【
委
員
長
報
告
抜
粋
】
閉
会
中
の
２
月
17

日
、
本
会
期
中
の
２
月
24
日
、
３
月
16

日
と
引
き
続
き
審
査
を
行
っ
た
。
審
査

の
過
程
に
お
い
て
「
請
願
書
ど
お
り
採

択
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
「
教
員

だ
け
で
な
く
長
野
県
職
員
全
体
に
か
か

わ
る
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。」、「
県
議

会
で
も
議
論
を
さ
れ
て
お
り
継
続
審
議

と
な
っ
て
い
る
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
と
決
し
た
。

◎
商
工
観
光
課

　
　
【
飲
食
店
支
援
事
業
】
飲
食
業
の

プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
ど
の

く
ら
い
の
利
用
期
間
と
な
る
の
か
。

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
に
つ

い
て
は
新
年
度
か
ら
予
定
し
て
い
る
が
、

期
間
に
つ
い
て
は
今
の
予
定
で
は
概
ね
４

月
の
半
ば
か
ら
下
旬
頃
に
ス
タ
ー
ト
し

て
半
年
間
ぐ
ら
い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
44
号

令
和
２
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）

令
和
２
年　
請
願
第
７
号　

「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、
へ
き

地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県
並
み
の
水

準
に
戻
す
こ
と
を
長
野
県
知
事
に
求
め

る
請
願
」

　
　
不
採
択　
（
賛
成
少
数
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

問

産
業
民
生
常
任
委
員
会

請
願
第
１
号　

「「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願
」

　
　
不
採
択　
（
賛
成
少
数
）

【
委
員
長
報
告
抜
粋
】
請
願
の
趣
旨

に
お
い
て
「
最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に

１
５
０
０
円
に
改
善
す
る
こ
と
」
お
よ
び

「
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
中

小
企
業
の
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
こ

と
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
を
取

り
巻
く
環
境
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
は
地

域
性
が
あ
り
、
最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に

す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か
、
長

野
県
で
は
８
４
９
円
に
改
善
し
て
か
ら
半

年
も
経
過
し
な
い
中
で
、
最
低
賃
金
を

１
５
０
０
円
に
改
善
を
求
め
る
こ
と
は
企

業
経
営
に
無
理
が
生
じ
か
ね
な
い
し
、
最

低
賃
金
を
上
げ
る
た
め
に
企
業
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
賛

成
し
か
ね
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一

方
、
地
方
の
人
口
が
都
会
に
流
出
す
る
の

は
賃
金
格
差
が
要
因
と
し
て
あ
る
の
で
、

全
国
一
律
の
最
低
賃
金
に
し
て
消
費
を
喚

起
し
、
経
済
を
回
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
の
賛
成
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決
し
た
。

問

問

問

問

問

問問

（
総
務
文
教
分
科
会
審
査
）

答 答 答

答答答 答

答


